
ヤップ・パラオ島弧海溝系の海底地形調査
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1995年9月から10月にかけて行われたヤップ・パラオ島弧海溝系の潜航調査航海(｢よこす

か｣Y95‐06航海/｢しんかい 6500｣284～293潜航)において,潜水船支援船｢よこす

か｣を用

い海底地形の調査を行った。調査延べ時間は230時間,航走距離は5,200kmである。水深5,0

00

m以深の調査海域の地形はマルチナロービームによって完全にカバーされている。調査を行っ

たのはフィリピン海プレートの東南境界を形成するヤップ海溝(7°00′~12°00′N,136°

30′～139°00′E),パラオ海溝(6°20′7°30 N,134°00′～135°10′

E),そして九州一パラオ古島弧(10°20′～11°20′N,134°20′～135°10′E

)の海域である。この調査の結果,九州一パラオ古島弧におけるリフト地形の詳細を明らかにした。7°

N以北のヤップ海溝ほぼ全域を調査し 9,000mを超える海溝最深点9,039m(10°28.9

′N,138°40.9′E)を発見した。パラオ海溝においてはヤップ海溝およびアユトラフとの接合

域の地形の詳細を明らかにした。
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2 匁

We conducted the swath bathymetric survey of th

e Yap and Palau arc-trench system

aboard the R/V "Yokosuka" during the submersibl

e "Shinkai 6500" dive program (284-293

dives/Y95-06).  The survey took about 230 hours

and the survey track extends about

5,200km.  The full multi narrow beam areal cove

rage was obtained where the water

depth was deeper than 5,000m.  The survey areas

are the Yap Trench (7°00-12°00′N,

136°30-139°00′E), the Palau Trench (6°20-7°30′N

, 134°00′-135°10′E), and the Kyushu-

Palau Remnant Arc (10°20-11°20′N, 134°20-135°10

′E).  The Yap and Palau trenches

form the southeastern boundary of the Philippin

e Sea Plate. Our bathymetric survey

revealed the detailed rift morphology of the Ky

ushu-Palau Remnant Arc and the detailed

trench morphology of the junction area between 

the Palau and Yap trenches and

between the Palau Trench and Ayu Trough.  The r

napping of the Yap Trench north of
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7°Nis almost completed.  We discovered the wate

r depth 9,039m, the deepest point in the Yap Tr

ench, at10°28.9'N, 138°40.9'E.

Key words：Yap Trench, Palau Trench, Kyus

hu-Palau Remnant Arc,Bathymetry

１．は じ め に

四国南方に位毆するフィリピン海プレート南端部のテ

クトニクスは，海底地形，重力・地磁気異常などの基礎

2 夕Ｘ

的な情報がそろっていないこともあり，あまり研究か進

んでいない。近年になって，フィリピン海プレート束南

境界を形成するヤップ，パラオ海溝，アユトラフにおい

図 １ 糾･戉地 域 の 概 略|爪 図 中 のＮ 角 で 洲 まれ る 地域 か 調 査 地 域

Fig.  1 I. ｏａt ｉｏｎ ｍａ】）ol lhe ｓｕl･voy al ℃ａ. The ｂｏχ shows ihe ｓｕrｖｅy ar ｅａ，



即ｊ

て，海上保安庁水路部の測燈船「拓洋」によるヤッブ海

溝ｲ匕芻J部の調査（岩淵ほか，1990 ）， 海洋科学技術セン

ターの潜水船支援船「よこすか」によるヤップ海溝中央

祁の調査（藤岡ほか，1994；西洋ほか，1994），東京大学

海洋研究所の調査船「白鳳丸」によるアユトラフの調査

研究（Ｆｕjiｗａra et al,. 199S）の詳細な調査が行われて

図 ２ 本調査の令航跡図。詞|中 の四角および捐号lj 各調森海域を示す。1. 九州-･ パ ラオ古凡弧，2. ヤ７プ洶湧。３． ヤップ

海溝北側，4. ヤ・ プ海溝北部，S. ヤ７プ洵沸南氤6. パ ラオ布瀛1匕郎，7. バ ラ１ 海溝南部

Fig.  2 Survey ship tracks superposed on tie bathymelric map. Ｔｈｅ ｓχolid rｅｄ lines ｓhowｉ ｌｈｅ tracks in lhi ｓ

survey- The ｂｏｘｅs illd numbers show the  each  survey areas. 1. Kyushu-Palau  remnant arc.  2. Yap  tr・nch.

3. North of Yap 1 『■cnch. 4. Northern Yap trench.  5. Southern Yap trench,  6. Northern Palau trench.  7.

Southern Patau ｌrｅｌｃｈ.
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閃 ４ ヤフグ海糾北側における調在測綜図

Fig.  A Survey ship (racks in the ｎｏrlherｎ Yap Trench.

り行 われた調査( 内 洋ほか，1994) は泯I』線間隔が粗いた

め， 本凋杳においてそれらの海域を未調査部分を111111Uす

るように調査を行った。こ れにより水濛5,000m 以 深の

調在海域の地澎はマルチナロービー厶によ って完全にカ

バーされている。調査を行うたのはフ ィリピン海プレー

ト の東 南境 界をな す ヤップ 海溝(7 °00″～12 °00'Ｎ，

136°30'～139 °00'Ｅ)， パラ オ海溝(6 ゛20'～7 °3a'Ｎ，

134°00'～135 °10'E) ，そ して 九 州 － パ ラ オ,jl‘島 弧

(10 °20'～11 °20'Ｎ，134 °20'～135 °10'Ｅ) の海域である。

その齟，パレ スペラ海盆(11 °N, 135'°Ｅ～12°N, 138･30'

Ｅ)，ヤ･yプ海溝肖端(7 °30'N. 135 °Ｅ～7 °N, 137°Ｅ) を

横 切る測線も得られた( 図2) 。

九州 －パラオ占島弧海域における,闔査測線を図 ３に示

す。11°Ｎ 以南は1993 年の｢ よこすか｣ の調査を哺ⅢIし，

それに加え 】|゚ IS'N まで新しく測粽を延ばした。ヤ。プ

洶 洶海城における,鋼li測線を図 ４およ び図５に 示す。
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図 ３ 九州－パラオ古島弧における調査測線図。太い火線か本

調査による「よこすか」の芻査溂籾を示す。細い実躱は

1993 年の 「よこすか」の剖査測鰉を示す

Ｆｊｇ.3 S ｕrｖｅｙ ship tracks in the Kyashu-Palau Remnant

Arc.  The  Ihick *心lid lines show the survey  (racks

Q1 this survey. The llin solid 】ines show (he-

survey tracks surveyed j ｎ 199１

きた。 これらの調査研究によりしだいに フ４リピン海プ

レート東南境界に以け る地形的，地球物理学的特徴は明

らかになりつつある。

我々はこ の地域のチ クトニクスの解明 をめざ して，

1995 年９月 か らjO 月 に かけ て 行 われ た「し ん か い

65叩」のヤ 。プ・ パラ オ島弧 海溝 系の潮航調 査航 海

（「よこすかJY95-06 航淘/284 ～293 潜航」（蕕岡ほか。本

･;li）において，「よこすか」を川いヤ。プ，パラオ淘満の

未調査海域， そして九州－パラオ占島弧の海底地形およ

び･嚼力 ・地磁気（富1: 原・III柯， 本書）の調査を行った

（図j ）。 本編では勧底地形調査の結栗を示す。

２． 海底地形調査

海底咄形調査は調我船1 ’よこすか」に装備されている

Iり野電気社製マ ルチナlコービ ームａ響il』深槻11s-10 に

より行 った。鯛査は「しんかい6500 」の潜航調 査が行わ

れない夜間および涓水船螫備凵を利川して行 ，た。,祠査

延 べ時IRIは230･ 糾sj， 人部分 の調 杏は12kl の船速 で

行-, た。航走距離1よ5.200km に及んだ。|剌２に全調査渊

線を示す。新 しく,闔杳を行う為域は測線ljlj隔 嘔均３洵浬

15.55k111）で調介をi 」･･･lた。j993 年に「よこすか 囗こよ

ｚ河



図 ５ ヤ･ 。プ 海 溝 に お け る 綢 麌 測 糘 図 。 太 い 実鍬 が 本 調 査 に よ

る 「 よ こ す か 」 の;喟森 溂 線 を 示 す 。 細 い 実 躱l 」1993 年

の 「 よ こ す か 」 の 調 査 測 躱 を 示 す

Ｆｊｇ.5 S ｕrｖｅy shep tracks in t ｈｅ Yap Ｔｒｌｎｃｈ. The  thick

solid lines ｓho ｗ thc survey tracks of lhi ｓ survey.

The lhjn solid lines show tie ｓｕrｖｅｙ tracks

ｓｕr ●ｅｙed in 1993.

図 ６ パ ラ オ海 溝 にお け る調 査 測 線 図 。 太 い 実 線 が 本澗 血 に よ

る 「 よ こ す か 」 の 飼 査 測 線 を 示 す 。 繼 い 実 聹 は1993 年

の 「よ こ す か」 の 調 査 測 楾 を 示 す

Fig.  6 S ｕrｖｅy ship tracks in the Pala ｕ Trench. Ｔｈｌ

thick solid lines ｓｈｏｗ the ｓｕrｖｅy llack ｓ ol lhis

Sｕrｖｅy- Ｔｈｅ tlljl solid lines show the ｓｕrvｅｙ

tracks ｓｕrｖｅyaj in 1993.

３． 調査の結果

３． １　九州－パラオ古島弧

九州－パ ラオ古島弧におけ る海底地形図 を図７に示

す。調査海峨は134 °46‘Ｅ付近を対称軸とした南北にっ

らなる地形が特徴的である。図 ７および図８に示す地形

断面池lから， 対称軸に面する酣の斜面の方が急峻である

りフト型地形をしている。対称軸から西側の地形が東伽

の地形より起 伏かはげしい。10 °50'N, 134 °40’Ｅ付近に

位置する地形の商まりは比高約1,000m である。図９お

よび図10 に海底地形を３次元的に図化 した図 と「しん

かい6500 」の潜航鉗線を示す。2制，285 潜航は西側のり

フトの急塵に（|翊9 ），286 潜航は東側のリフトの急崖に

沿う測線の調査であ る（IS110）。

3. 2　 ヤ。プ海溝

ヤ７プ海溝北側におけ る海雌地形図 を図11 に示す。

海溝接合域の北側で最 も顕著な地形的特徹は我々が「西

マりフ ナ（北 ヤ･，プ）海底 虚」と呼んでいる急崖であ

る。 その走向はN20 °Ｅで ヤ･｡ プ洶洶北部の走向にほぼ

一致している。 西落ちの落差は1.500m 以 上ある（岩洲

ほか，1990 ）（図12 ）。287，288 潜航はこ の急諞に沿う測

線の調査である（図13 ）。

ヤップ洶洶北部における拘底地形の等深線lglを図14

８5

10°50'Ｎ から12 °00'Ｎ までのマ11 アナ湘溝とヤ７プ海溝

との接 合域 は｢ 妬洋｣ によって調食さ れ( 岩SI ほか，

1990)，8 °00'Ｎ から10 °00'Ｎ までのヤップ海刑巾央部は

1993 年の｢ よこすか｣ によって調査されている( 西澤ほ

か，1994) 。 本調代ではll °45'N から12 °00‘Ｎ までのマ

リアナ海溝 とヤ･，プ海涓との接合域北側, 1993 年の｢ よ

こすか｣ 調査の未調査部分のヤ･yプ淘満111火部，7°10‘Ｎ

から8 °00'Ｎ までのヤ７プ海溝曲端部を調 在した。 パラ

オ海鴻 海域における調 査洲線を図 ５に示す。7 °20'Nか

ら7 °30'Ｎ まで の ヤ｡。プ洶洶 とパ ラオ海刑の接 合域，

6°15'N から6 °45'N までのパラオ海溝とアユトラフとの

接合域においては, 1993 年の｢ よこ すか｣ の未調査部分

を補う海峨を調査した。

JAMSTEC  J. Deep Sea Ｒｅｓ..12 （1996 ）



p17 九 州 －パ ラ オ111‘ 島 弧 の 海 底 地 形 膽1. 等 深 線 問 隔 は| 如 ｍ。 嗜 い 色 ほ ど 濶 い 水 深 を 示 す

Ｆｉｇ.7 Bathymetric map of  the Kyushu-Pa  lau Ｒｅ仙ｎａｎｌ Ａr℃. Ｔ１１ｃ ｃｏｎｌｏｕr interval is 200m ， The dark color

ｉｌｄｊｃａｌｅｓ ｄｅｅｐｅr water depth.

に示す。図15 は海底地形を３次兀的に図化した図であ

る。289，290榊航は海湘巾央部の鳥弧仞』斜面( フィリピ

ン洵プレート似) に沿う側線の調査である。10°28.9'N.

138°40.9'Eにおいて9.000m を超える水深9.039m を記

録した。いままで知られていた海溝髞深部は鯉科年表

(1996) によると8 °25'N, 137 °56'Eの地点で8,650m で

２％

あり，約400m も掫い最深部を発見した。 しかしながら

この水深値は直IF 永瀬として記録されたものではなく，

センターと最端 のちょうど111111jのビームにより記録され

たものである。この水深値は涓水船によ って1!1られた実

測の温度および塩分濃度分布からｆ 均ｎ一速， 音線の屈折

を計算し褸jE された価であるのでlj･頼できると思われる

JAMSTEC  -J. Deep Sea Ｒ●ｓ.｡12 ０9961



図 ８ 九州－パラオ古島弧の海雌地形断而図。 地形断而の間隔

はほぽ瀰線間隅と同じである

Fiff. 8 Cross section ０１ the bathymclry of the Kyushu-

Ｐａｌａｕ　Ｒｅｍｎａｎt　Arc. The　interval　of　the

bathymetric cross section ｉｓ almost lhe ｓａｍｅ as

the interval of the survey ship tracks.

面( フィりピン海プレート側) に沿う測鉛の調査である

(1122) 。184 °20'E付近の地形の高まりによって海溝谷

は二股に分かれている。Fujiwara et aL (1995) の了＝･

トラフの調査によれぱ6 °10'Ｎ，133 °55'Ｅ付近の地形の

高まりによ・て もパラオ梅涓谷は二股に分かれている。

6°30'N, 134 °OO'E付近を フィリピ ン海プレー} とカロ

リンプレートの相対運動の回転極として，パラオ海溝で

プレートの沈み込みが。 アユトラフではプレートの拡大

か行われていると推定されている( Ｓｅｎｏ et ａｌ.，1993)

が， プレート連動の運動方向 の変化にともなう回転極の

移助が退去にあう た結果として，このような複雑な地形

が形成されたのではないだろうか。

４．ま　 と　め

我々は1995 年９月から10 月にかけて行われた｛しん

かい654｝0」のヤップ・パラオ島弧海溝系の潜航調査航海

（284～293 潜航）において｡ 涓水船支援船「よこすか」を

用い淘底地形の調査を行うた。調査延べ時間は230 時

間，航走距離は5,200km である。水深5 μOm 以深の調

査海域の地形はマルチナロ ーピームによりて完全にカ

バーされている。調査を行･iたのはフ･f ll ピン海プレー

トの東南境界をなすヤフプ海溝。パラオ海溝，そして九

州一パラオ古島弧の海城である。その他パレスベラ海

盆， ヤップ海溝南端を横切る測線も得られた。

この調査の結果， 九州－パラオ古島弧におけるリフト

地形の畔細を明 らかにした。ヤフブ海溝においては7 °Ｎ

以北の海溝全域を調査し100km の規模のセグメ ント構

造を明 らかにした。また9.000m を超える海図未記載の

海溝最深点9,039m  (10°28､9’Ｎ，138 °40.9’Ｅ）を発見し

た。パラオ海溝においてはヤ。プ海溝およびアユトラフ

との接合城の地形の詳細を明らかにした。

尉　　 辞

井用正比古司 令， 橋本菊夫航法管制長をはじめとする

潮水調査船「しんかい6600 」運航チーム，および渦川底

船艮をはじめとする支媛嵋「よこすか」乗紐14 の調査航

海における協力と航海デ ータの提供に感謝する。海上保

安庁水路郎の岩ll 洋， 西澤あずさ両博士には水路郎の

「拓洋」，1993 年の「よこすか」によって調査された海底

地形デ ータを提供 していただいた。 乗・ 研究者（北里

洋・大森琴絵・加藉和浩 一有吉iE宰 一小寺透）には研究

に閊する援助と有ａな助 言をしていただいた。

2 夕冫

が，最深点 が9,000m を超えるかどうかの確認はセン

ターピー゛での再計測が必要となるだろう。センター

ビ ームで記録された最深値は8,942m （10°32.0'N,

138°4L4’Ｅ）である。ヤップ海清には深発地震而が存在

せず， ヤップ島弧での火山活動がないためプレートの沈

み込みの存在は明確ではないにもかかわらず，このよう

な発迷した深い海溝が存在することは興味深い。

ヤップ海溝南部における海底地形図を図16 に示す。

7°40'N, 137°30'Eを塊に海満の走向がN30 °ＥからN

60°Ｅに急激に変化している｡291 榊航は洶洶の走向の変

曲点付近の海側斜面（カロリｙプレート側）に沿う測線

の調査である（図17 ）。

本航海の調査によりて7°Ｎ～10°40'Nのヤップ海溝を

ほぽ全域の海底地形図を完成することができた（図

１８）。

３．３　パラオ海溝

パラオ海淋とヤップ海洶の接合蛾の南側における海底

地形の等深線図を図19 に示す。 海洲はＶ字谷の形状を

しており海淋底には堆積物がほとんどないことが推定さ

れる。292 潜航は海溝斜而の島弧側斜面（フィリピン海

プレート側）に沿うil］線の調査である（図20 ）。

パラオ洶洶とアユトラフの接合域における海底地形の

等深線図を図21 に示す。293榊航は海溝斜吋の島弧側斜

ＪＡＭＳＴＥＣＪ.ＤｅｅｐＳｅａＲｅs.,¶2｛1996｝
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圀 ９ 九 州 パ ラ オ古 島飯 の 海 窿 紬 形 嫁 観 閲 。 北 東 の 方向 か ら 眺 め て い る。 実線 は 「 し ん か い6 闃 ゆ｣ の 朋 航 測躱 を 示 し てい

る 。 測 線 の 付 記 さ れて い る 番号 は 潜 航 斎 号　　　　.

Fig. 9 Whale' ５ eye view of tie bathymetry ｏ【ｌｈｃ Kyusliu-Palau Ｒｅｍｎａ１１１ Arc ＩＱｏｋｉｎｇ ｌｓm northeast. The  solid

】ｉｎｅｓ ｓｈ６ｗ Ihc survey tracks ol lhe submersible "Shinkai 65 闃¨. Ｔｈｅ numbers indicale the div ｅ 叭lmbe 【ｓ.

|司IQ 九 州 パ ラ オlli鳥 憾 の 海 底 地 形鯨 観pl 。「甸西 の 方向 か ら 眺 め て い る。 火 線 は ：し ん か い65eO 」 の潜 航 測 腺 を 示 し てい

る 。 測線 の 付 記 さ れ てい る 番 廿 は涓 航 番 号

Fig.  10 Whale ’ｓ ｅyｅ view cl lhe bathymetry of Ihe Kyushu Ｐａｌａｕ Remnant. Arc looking from ｓollhw ｅsl. The

Mjlid line ｓhow ｓ lhe survey track of lhe submersible ‘Siilka1 65aO ’I. Ｔ１１ｃ ｎｕnll）erjndicat ｅs lhc dj ｖｃ

number.

JAMSTEC Ｊ． Ｄｇｅｐ Ｓ白ａ Ｒｏｓ..12 11996 ）
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図12 111Q マ リ アナ （北 ヤ ッ プ ） 海 底liS」 の 海底 地 形 断Ifcltfl。

地 形 哨 而 の|司隔 はａ ぽ 測 線|:l』諞 と|･jlC であ る

l?ig- 12 Cm ｓs gccli｡11 Qf lhe balhylaelry Ｑ１ １ｈｅ Ｗｃsl

Mal･ialla 4N01･lh Y 卯 ）Ｅｓ4ごａrpmelll. The 1111er ｖａｌ

of Ihe 恥111ymelric cross section is ａｌｌｎｏsl the

sa111e as ≫lie inlerｙal of  l he sllrvｅy sllip Cracks.

閥11 「・ マリ ア ナ（ 北 ヤ ッ ブ ） 海 底 雌 」 の 海 底 地 形 図。 等 深 線 間 隔 は24 ）Om 。 陪 い 笆 ほど 深 い 水 深 を 示 す

Fig.11 Balhymelric map ｏｆ the West Ｍａrｉａｎａ ｛Ｎｏrｌｈ Ｙａｐ｝Ｅｓcarｐｍｅｎt. Ｔｈｅ contour interval is 200m. The dark

color indicates deeper waler depth.

ＪＡＭ ＳＴＥＣ Ｊ．Ｄｅ●ｐ Ｓｅａ Res..  12  (19! 向
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図13 「 西 マり フ ナ（ 北 ヤ ７ ブ ） 海 底 翊亅 の海 底 鯨 覩 図 。 南 西

の 方 向 か ら 眺 め てい る 。 実 線 は 「 し ん か い6500 亅 の 潜

航 測 線 を 示 し て い る。 測 線 の 付２ さ れ て い る 番 号 は 潜

航 曷 号

Fig.  13 Whale's ｅyｅ view ｏｎ ｈｅ bathymetry of ｌｈｅ West

Mariana  (North Ｙａｐ）Ｅｓｃａrｐｍｅｎt loakin 皀from

ｓ心・lh ｗｅｓI. Ｔｈｅ solid lines sbow the ｓｕrｖｅｙ

tracks ｏr lM submersible ･"Shinkai 65 圓 ”. Ｔｈｅ

numbers  indicate  the  dive  numbers.

lｇｌ Ｍ ヤ
フプ 海 磚 北 部 の 海 庭 地 形IM 。 等 深

線 間 隔 は2aOm 。 暗 い 色 ほ ど 深 い 水 深を 示 す

Fi.g  14  littlhymetric □1c] P of lhe central Yap Trench. Ｔｈｃ ｃｏｌ丶tｏｕr interval is 200 m. ’「he dlrk co10r indicates

deeper walcr depth.



図15 ヤ ッ プ 沌 溝 中 央 部 の 廊 底 地 形 鍄 観 図。 北 東 の 方 向 か ら

眺 め て い る。 実 線 は 「 し ん か い6S（10） の 瀲 航測 線を 示

し て い る 。 測 楾 の 付 記 さ れ てい る 番号 は 潜航 番 号

Fig, 15 Whales eye view of lbe bat ｈy ｍｅｌｒy Qf the

central Yap Trench looking from northeast. The

solid lines ｓｈ６ｗ the survey lr ｌｃｋｓ of tie

submersible "Shinkai 65 ㈲II. Ｔｈｅ ｎｕ勦ber ｓ indi･

cale the dive numbers.

Jθj

綰1 16 ヤ
ップ 海 溝 曲 部 の

海 底 地 形 図。 等 深籾 川 隔 は2(M) ｍ 。 暗 い 色 ほど 深 い 水 深 を 示 す

Fig.  16 Balhymelric map ｏr I  he sｏuther ｎ Ｙａｐ Trench,  The ｃｏｎｌｏりr inler､･ａ凵 ｓ 加Om. Ｔｈｅ dark ｃｏ】ｏr indicat ｅｓ

ｄｅｅｐｅr ｗalelldcplh.
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図17 ヤ フ プ 海 満 南 郎 の 海 底 地 形 鯨 観 図 。 北 東 の 方 向 か ら 眺

め でい る 。 実 線 は 厂し ん か い6500 」 の 榊 航 測 線 を 示 し

て い る。 測 線 の付 記 さ れ て い る 番号 は 潜 航 番 号

Fig.  17 Whale ’s ｅyｅ view of the balhy ｍｅｌry Ｏr the

ｓｏｕther ｎ Yap Ｔrｅｎｃｈ ｌＱＱｋｉｎｇ rrｏｍ ｎｏrlhea ｓl.

Ｔｈｃ solid line ｓho ｗｓ ihc ｓｕrｖｅy track ｏｆ the

submersible ’Shinka1 6500 ¨. Ｔｈｅ number indi･

ｃａte5 Ihc di ｙｅ ｎｕｍｂｅｒ.

㈲18 ヤ ッ プ洶 洶 の海 底 地 形関 。 等 深 線 間 隔 は200m 。 叫 い 色 ほど 深 い 水深 を 示 す

Fiy.  18 Uaihymclric ｍａｐ ｏr ｌｈｅ Ｙａｐ Trench. ‘rhe contour irlLcr､･al is 250m. ゛｣`he dal･ｋ color ｉｎｄｉｃＭｅｓ deel)el･

ｗat むr dcp111.
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図19 パラオ梅榊北部の海底地彫図。等深線間隔は200m 。略い色ほど濠い水深を示す

Fig, 19 Bathy 【netric map ０１ the northern Palau Trench. The contour interval is 2 ㈲ｍ.T11e dar ｋ ００１０r indicates

deeper  waler  depth.

図20 パ ラ オ 海 溝 北 部 の海 底 地 麪|穹|。 等 深 線IUI隰 は 】eOm 。 輿 線 は 「 し ん かい65aO 」 の 涓 航 測 楾 を 示 廴て い る 。 刪 諒 の 付,11!

さ れ て い る 播 号 は 榊航 哨 廿

Ｆｉｇ.20 Dalhymelric map of IhC nor ｌｈｃｍ Ｐａｌ叭ITr ｅｎｃｈ.Thc conLour interval i ｓ 1001n. ’rhe solid liTle ｓhoｗｓ llle

ｓｕrvｅy track of Ihe submersible l･Shinka1 65 圓II.The ll ｕｍｂｃＩ･ illditａｌｅs lllc diｖｅ ｍｌｍｂｃＩ･｡

JAMSTEC Ｊ， Ｄｅａｐ Sea Res.12 119961 汝λ19
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図21 パ ラオ潟満鹵 部の海底地形図。等深線間陥は2 闃ｍ。略い色ほど深い水深を示す

Fig.  21 Bathymetric map ０１ the ｓｏｕlherｎ Palau Trench. The con  lour interval is 200m. The  dark color  indicates

ｄ閥peｒ water deplh.

121 22 パ う ４ 洵 満 南 部 の 海 庭 地 彫| 甓|。 等 深 線lll】隔 は Ｓｅｍ 。 火 線 は １し ん か い6500 」の 潜 航 測 線 を 示 し てい る 。 刈糘 の 付 紀

さ れ て い る 番S爿丿涓 航 番り

Fix.  22 B4,1hylllell･j（･ ｍａｌ）ｏrlh｛･scnilhcrn Pala ｕ Ｔrｅｎｃｈ. The contour inlcryal is 2 闃111. Ｔｈｅ solid line shows I  hi*

ｓ･|「v ｅｙ lllack or I  he sｕbller ｓＸｂｌｅ ‘Shillka 」 65eOII. The 「111mber Ｘｎｄｉｃａｌｅｓ Itie dive 11111111y･「

JAMSTEC Ｊ. ０ａＧｐ Ｓｅａ Ｒｅｓ..12 （l旧61
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